
第５学年 国語科学習指導案

５ 年 １７名

指導者 山 口 有 実

１ 単元名 読書会をしよう ～人物の考え方や生き方をとらえて ～

２ 指導にあたって

（１）単元設定の理由

本学級の学習者は，読書を好んでする傾向があるが，選ぶ本には偏りがある。５年生は，登場する人物

像について，心情や性格，考え方などを多面的にとらえたり，文章構成や表現の工夫の効果やよさを理解

できるようになる時期である。また，このような読む力が伸びると，より読書の楽しさを感じ，いっそう

幅広く読書に親しむようになるであろう。そのために，読む力を伸ばすことと興味をもてる本との出会い

をさせることの両面に重点を置いて指導している。

これまでに，学習者は，文学教材『新しい友達』で，登場人物の言動や場面の描写から心情を読み取っ

たり，中心人物の変容やその他の登場人物の役割について考えたりするなどの学習を行った。また，日本

の詩『晴れ間』『海雀』『雪』では，場面の情景から豊かに想像して読んだ。これらの学習で，人物の心情，

表現のよさや効果などを叙述から考えることが身に付いてきている。日常の指導では，朝の会で，担任や

級友から適宜お勧めの本の紹介を行ってきた。

本単元の中心教材である『わらぐつの中の神様』は，マサエという少女が登場するなど，この時期の学

習者にとって親しみやすい内容である。文章構成の工夫があり，謎解きのようなおもしろさを感じられる

はずだ。また，人物の変容がとらえやすく，作者が伝えたいことを読み取るのにも適した教材である。ま

ず，学習者が，感想を交流し，「人物の考え方や生き方をとらえて，読書会をしよう」というめあてをも

つことで，教材を読む意欲が増すようにしたい。そして，自分達が感じた人物像やおもしろさは，文章中

のどの描写や会話，文章の構成や表現の工夫に起因するのかを探るようにすることで，主体的に文章にか

かわれるようにする。また，人物の変容を読み取ることで，作者の伝えたいことを自分なりにつかみ，作

者の考え方について自分との関わりで考える力を伸ばす。さらに，中心教材の学習で付けた力を使って，

同じ作者の他の作品を自分で読み，読書会で友達と共通点や相違点を考えながら話し合うことで，自分の

考えを深められるようにしたい。このような学習を通して，より読書の楽しさを味わい，自分の読書生活

に生かすことができるようにしたいと考え，本単元を設定した。

本時は，『わらぐつの中の神様』のマサエの変容を対比的にとらえさせ，その変容要因を考えさせるこ

とで，作者の伝えたいことに迫らせたい。これらの活動では，自分の考えと友達の意見と比べながら，さ

らに自分の考えを深めることができるようにしたい。

（２）ことばを大切にし，「読むこと」を通して，自分の考えを深め表現できる力を育てる手だて

○ 人物の言動や場面の描写などと人物の考え方や生き方を結び付ける方法や対比などを教え，読み取

ったことを書いたり話し合わせたりすることで，叙述のよさに気付かせながら豊かに想像できるよう

にする。

○ ワークシートや学習の手引きを工夫したり，友達の意見からヒントを得るような授業の進め方を工

夫したりすることで，読み取ったことや考えを自分の力で書くことができるようにする。

○ 二人組やグループでの意見交換，学級全体での話し合いの場を設定し，自分の思いと友達の意見を

比べながら聞き，共通点や相違点に気付かせるなどして，考えを深めることができるようにする。



３ 単元の目標
（１）学習者の活動目標

○ 人物の考え方や生き方をとらえて，読書会をしよう。

（２）指導目標

○ 人物の考え方や生き方について自分なりに読み取り，読書を通して考えを広げたり深めたりしよう

とする態度が育つようにする。

○ 登場人物の心情や場面についての描写など，優れた叙述を味わいながら読むことができるようにす

るとともに，作者の描き出す世界や考えを自分なりに見出すことができるようにする。

○ 友達の意見を生かし，共通点や相違点を考えながら話し合うことによって，自分の考えを深められ

るようにする。

４ 評価について

評価規準 「十分満足できる」状況 評価の資料

「おおむね満足できる」状況にするための手だて

人物の考え方や生き方に ・「十分満足できる」状況 発言

関心 ついて自分なりに読み取り， 人物の考え方や生き方について自分なりに読み取り 学習者の様子

・ 読書を通して考えを広げた 積極的に読書を通して考えを広げたり深めたりしよう 学習の記録

意欲 り深めたりしようとしてい としている。

・ る。 ・「おおむね満足できる」状況にするための手だて

態度 様々な音読方法で楽しく何度も読ませる。

どこを読んでそう感じたのかを文章中から探るよう

にすることで，意欲が湧くようにする。

登場人物の心情や場面に ・「十分満足できる」状況 発言

ついての描写など，優れた 登場人物の心情や場面についての描写など，優れた 学習者の様子

叙述を味わいながら読んで 叙述を積極的に見つけ，味わいながら読んでいる。 学習の記録

いる。 ・「おおむね満足できる」状況にするための手だて

読 （読むことウ） 学習の手引きや板書を活用させたり，二人組やグル

む ープで意見交換をさせたりする。

こ 作者の描き出す世界や考 ・「十分満足できる」状況 発言

と えを見出している。 作者の描き出す世界や考えを見出し，積極的に考え 学習者の様子

（読むことウ） を表現している。 学習の記録

・「おおむね満足できる」状況にするための手だて

中心人物の変容を対比や変容要因の観点でとらえさ

せる。

友達の意見を生かし，共 ・「十分満足できる」状況 発言

通点や相違点を考えながら 自分の思いと友達の意見を比べながら聞くことによ 学習者の様子

話 話し合うことによって，自 って，共通点や相違点に気付き，積極的に自分の考え 学習の記録

聞す 分の考えを深めている。 を深めて表現している。

くこ （話すこと・聞くこと ・「おおむね満足できる」状況にするための手だて

こと ア・イ） 書くことによって自分の意見を整理してから発言す

と るようにさせる。

板書や学習の記録，学習の手引きを手がかりに自分

の意見を持てるようにする。



５ 学習計画 （全１２時間）

身に付けさせたい力 学習活動と指導（★） 学習者の意識の流れ

（事前） 先生や友達の紹 この本の人物 この本はこん

★日常的に本の紹介をし，人物 介してくれた本 の生き方がい なところがお

［関心］ の生き方や考え方に関心をも を読みたいな。 いな。 もしろいな。

人物の考え方や生 たせておく。

き方について自分な １ 学習計画を立てる。 読書会をしよう。本の中の人物の考え方や生

りに読み取り，読書 （３時間） き方について考えよう。

を通して考えを広げ ★登場人物，時，場などの設定

たり深めたりしよう やあらすじをつかめるように

とする。 する。 感想に出てきたことは、どこからそう感じる

のかを探ろう。

２ 『わらぐつの中の神様』を読 おみつさんの考 大工さんの考 この描写から

［読む］ む。 （４時間 本時４／４） え方や生き方 え方や生き方 雪国の静かな

登場人物の心情や ★感想に出てきたことは，文章 は，こんな描写 は，こんな描 夜のイメージ

場面についての描写 のどこからそう感じるのかを や言動から読み 写や言動から が 湧 く の だ

など，優れた叙述を 探っていくようにする。 取れるな。 読み取れるな。 な。

味わいながら読む。

★人物の考え方や生き方は人物 「わらぐつの中の神様」のおもしろさの理由

の言動や描写から読み取れる をもっと探ろう。作者がこの作品で伝えたか

［読む］ ことに気付かせる。 ったことは何だろう。

筆者の描き出す世 ★作品の構成に気を付けて読む

界や考えを見出す。 と，作者の工夫がさらに分か 伏線という方 対 比 で 描 く 作者は、外面

り，おもしろさが増すことに 法でおもしろ と、人物像が ではなく本質

［話す・聞く］ 気付かせる。 くしているん はっっきり分 を大切にして

友達の意見を生か ★作者の伝えたいことを自分な だな。 かるんだな。 ほしいことが

し，自分との共通点 りに感じ取れるようにする。 よく分かった。

や相違点を考えなが

ら話し合うことによ ３ 杉みき子さんの他の作品を読 杉みき子さんのほかの作品も読んでみたいな。

って自分の考えを深 み，紹介メモを書く。（２時間） ほかの作品には，人物の考え方や生き方はど

める。 ★中心教材での学習を個々の読 のように描かれているだろうか。どんなしか

みに生かせるようにする。 けが使われているだろうか。

★学習の手引きに沿って，自分

で読み取らせる。 この描写で， ほかの作品で 私の好きなと

この人物の考 もしかけを見 こ ろ は ○ ○

え方や生き方 つけた。 だ。そのわけ

が分かった。 は・・・。

４ 読書会を開き，意見交換する。 友達の選んだほかの作品では，人物の考え方

(２時間) や生き方はどのように描かれているだろうか。

★同じ本を読んだグループで読 どんなしかけが使われているだろうか。友達

書会を行った後，全体で行う。 は主題をどうとらえただろうか。

★自分の意見との共通点や相違

点を考えながら，意見交換で その本の人物 自分の読みと もっとほかの

きるようにする。 はそんな考え 比べて○○が 作品も読んで

５ 学習のまとめをし，自分の学 方や生き方を よ く 分 か っ みよう。

びを振り返る。 （１時間） していたのか。 た。

この単元で，自分は人物の考え方や生き方を

読み取る方法やしかけのおもしろさを学んだ。

ほかの本を読むときにも生かしていこう。



６ 本時の学習

（１）目標

① 学習者の活動目標

『わらぐつの中の神様』で，作者が伝えたいことは何かを考えよう。

② 指導目標

中心人物の変容に着目させたり，話し合わせたりすることによって，作者がこの作品で伝えたいこ

とについてまとめることができるようにする。

（２）展開

学習活動 指導上の留意点 具体の評価規準

１ 本時の学習のめあてをつかむ。 ・学習のめあてをもつことができるよう

にする。

『わらぐつの中の神様』で，作者が伝えたいことは何かを考えよう。

２ 一の場面と三の場面を比較し，マサエの ・一と三の場面を読み比べさせ，マサエ

変化について考え，話し合う。 が変化していることに気付かせ，どの

ように変化したのかを考えさせる。

・マサエの変化を短い言葉でまとめさせ

る。

・マサエの変化した原因を考えさせる。

作者が作品を

３ 作者がこの作品を通して伝えたいことに ・マサエの言動を対比でとらえることを 通して伝えたい

ついて考え，話し合う。 ヒントにして，作者が伝えたいことを ことについて考

考え，書かせる。 え，まとめてい

・友達の意見を聞いて，自分の考えを振 る。

り返り，考えを深められるようにする。

４ 本時の活動を振り返り，次時の学習への ・本時で学んだことを振り返ることで，

課題と意欲をもつ。 自分の学びを深めさせる。

（３）評価

評価規準 「おおむね満足できる」状況にするため 評価の資料

「十分満足できる」状況 の手だて

作者が作品を通して伝えたいことについ ・中心人物の変化を対比で考えさせたり ・ノート

て考え，理由を明確にしてまとめている。 変化の原因を考えさせたりする。 ・発言

・友達の意見を聞いて考えさせる。 ・学習者の様子

・文型をヒントにして考えさせる。


